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丸田　それでは、これより第１部基調報告「新
型コロナウイルス感染症から見えてきた新たな
地域福祉の視点と支援策」を行います。報告者
は、本学教授・地域連携研究センター運営副委
員長の米山です。よろしくお願いいたします。

米山　こんにちは。どうもご苦労様です。私自
身は、長岡大学で福祉関係の授業を持っており
ますので、福祉の分野でお話をさせていただき
たいと思います。座ってですと落ち着かないの
で、立ちながら説明いたします。画面を見てい
ただきますが、お手元の資料にないものが出て
きたりしますのでご承知おきください。
　私のテーマは、先ほど紹介がありました「新
型コロナウイルス感染症から見えてきた新たな
地域福祉の視点と支援策」になります。今回の
発表の主旨につきましては、従来であれば直接
交流をするというのが地域福祉的なものの根本
になるわけですが、新型コロナウイルス感染症
によって直接交流ができないということが多々
あります。ですので、新たな視点を導き出して
ICT を使いながら支援策を提言するという形に
なっております。この資料はお手元にないと思
いますが、次第です。新型コロナウイルスの感
染状況の概要と福祉についての考え方の変遷、
コロナ禍での人間関係のこと、ICT の活用、最
後に、新たな地域福祉の視点の順に説明したい
と思っております。
　まず、新型コロナウイルス感染症の関係で
す。皆さんご承知のことと思います。ほぼ２
年前の話になりますが、2019 年 12 月に中国の
武漢で初めて確認され、新型コロナウイルス、
COVID-19 と名付けられました。2020 年６月

頃には全世界で１千万人を超える感染者、50
万人を超える死者が出ました。日本では 2020
年３月頃から緊急事態宣言や感染予防・防止に
向けた取り組みが出てきました。そして、日本
だけのことですがダイヤモンド・プリンセス号
の関係の集団感染や人から人への感染も認めら
れました。その当時、マスクがコンビニやドラッ
グストアから姿を消しました。今はかなり出て
いますけれど、もう不安でしようがない、マス
クを買いたくても売っていない状態が続きまし
た。国側の対策としては、去年３月に小・中学
校の休校や宣言が出たりオリンピックも延期さ
れたりと、いろいろなことがありました。ワク
チンは 12 月頃から出てきました。これが３密
対策をしている時の状況です。
　今年になってからの状況ですが、地域を指定
して１月に第２回目の緊急事態宣言、そしてコ
ロナウイルスの第３波がやってきました。４月
に第３回目の緊急事態宣言、そしてコロナウイ
ルス第４波が、８月には変異ウイルスと第５波
まできました。見づらくて申し訳ありませんが、
このようなものが厚生労働省から出ています。
第１波から２波、３波、４波、５波から大きな
山になっています。こちらは第１波から第５波
までの年齢階級別の状況が示されています。一
番大きいところが 20 歳代の方が増えている、
その下が 10 歳代と 30 歳代、その下の落ち込ん
でいるところが 40 歳代ということで、若い方々
のコロナ感染の状況が第５波ではかなり大きく
なっているという状況があります。
　次に、国の内閣官房のほうから示された感染
リスクの高まる状況という５つの場面です。私
のほうでここに福祉分野と共通するものを付け
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出ています。たとえば高齢者であれば、介護に
ならないようにという予防的なものや、教育で
あれば、子供の世代の方が福祉教育を受けると
いった意識教育的なものであったりという考え
のほうに今は移行している。こちらを中心に福
祉的なものが進んでいるといったことがありま
す。このウェルビーイングとは、個人の権利や
自己実現を保障され身体的・精神的・社会的に
良好な状態であることと訳されています。身体
的とはどのようなことかというと、「日常生活
動作が自立している」。朝起きて歯を磨いて顔
を洗ってご飯を食べてお昼、夜、最後は寝るま
で、トイレに行くとかお風呂に入るとか、そう
いうことが自立していることが身体的自立とい
います。この意味は、たとえば車椅子を使って
自立できる人もいるし、何もなくてもできる人
もいるし、補助を使うかどうかも含めてという
ことと理解してください。あと精神的には、「意
思決定をする」、「自己決定ができる」というよ
うなところになります。社会的には、人間関係
的なものが良好、コミュニケーションも自分で
できる、外へ出かけたり社会的なものにも参加
できるというようなことです。その中の地域福
祉についてのことになります。
　地域福祉の目的とは何かというと、２つあり
ます。１つは暮らしを守ること、もう１つは地
域とのつながりを作ること。この２点が地域福
祉の目的になります。暮らしを守るためには、
お互いに助け合っていく互助・支え合いという
ものがあります。もう１つは、地域をつなげる
ために地域づくりとか組織づくりとかいうこと
で、コミュニティセンターの方々が今、かなり
地域づくりや組織づくりをされていると思いま
す。「私」の問題を「私たち」の問題として考
えてもらう。かなり難しいところもあるかもし
れませんけど、そういうようなものをつくると
いうこと。専門職の方はそれをお助けする、手
助けする、あとはコレクティブ・アプローチと
いって組織的にいろんな方々が入りながらアプ
ローチしていく形があります。
　一番下に書いてありますが、その基礎となる
ものが、まず『安全』。地域が安全だ、自分自
身も安全だということ。２つ目が『安心』でき
ている。いつも不安だとつながりをつくること

加えたと思ってください。１つ目の「飲酒を伴
う懇親会」ということでは福祉分野でいうと『サ
ロン』。いきいきサロンみたいなものです。お
酒は飲まずお茶かもしれませんが、サロン的な
ものが場面としては考えられると思います。２
つ目としては、「大人数の方が会食する場面」
ということで、長岡ですと『こども食堂』があ
ると思います。この２つとも今は閉めており、
蔓延防止の観点からもこういうことはやらなく
なっている、止まっているという状況がありま
す。本来であればサロンやこども食堂というも
のが人と人との交流の中心ということなのです
が、今は止まってしまっている状況です。３つ
目です。福祉部門はどうしても直接「会話」を
しながら相談事を聞いたりすることが多いの
で、今もそうですがマスクは必ずするという形
です。これは、まあまあできているということ
もあります。４番目が「共同生活」。特に老人ホー
ム、特別養護老人ホーム、障がい者の施設など、
一緒に生活をしている方もいらっしゃったりし
ます。ここはもう感染予防は徹底していて、外
部の方は入れないということもあります。５番
目の「居場所」づくりに関しては、感染予防を
現在しています。たとえば長岡では、子育ての
駅などのように親子の居場所というものがあり
ます。この４番目と５番目は、今も開いていま
す。ただ、感染しないように感染予防は徹底し
ています。
　では次に、福祉のほうの考え方に行きたいと
思います。福祉については保護的福祉観、「ウェ
ルフェア（welfare）」というのですけど、こう
いう観点があります。救済して助けてあげる、
事後処理的にやってあげる。あと補完的な福祉
ということで、戦後まもない頃を想像してくだ
さい。当時は、戦争孤児であったり街の中に浮
浪者や親のない子供たちがいたりして保護しよ
うということが多かった。その頃のような、だ
いぶ前の考え方の保護的福祉観というものがあ
ります。
　でも今はどうなのかというと、主観的福祉
観、「ウェルビーイング（well -being）」という
考えが主流です。保護ではなく予防。啓発・教
育的なもの、あと問題を防ぐ支援的な福祉とい
うほうが今は中心で、いろいろなサービス面が
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も不安だということもあるかもしれない。あ
と『信頼』。自分の中で信頼関係があるという
こと。この３つが基礎となっています。『安全』

『安心』『信頼』という基礎のもとに地域福祉の
目的を達成できるという形があります。もう１
つ、推進するための要素に、集まる場・居場所
づくりというものがあります。高齢者であれば、
先ほど言った地域でのいきいきサロン。子供で
あれば、長岡でいえば子育ての駅。障がい者の
方は作業所などがあったり、集まる場所・居場
所づくりというものが推進するための要素にな
ります。あとは相談・ニーズをキャッチする。
どんなことに困っているかについて長岡では福
祉委員が中心となって地域のニーズをキャッチ
するということもありますし、集団かつ組織化
ということも要素の１つです。たとえば、繰り
返して言いますけど老人クラブもあるかもしれ
ませんし、いろいろなサークルもあります。陶
器を焼くサークルがあればスポーツのサークル
もあったり、ということで組織化をするという
ことです。あとはネットワークということもあ
るし、地域住民が積極的に活動するということ
がやはり地域福祉を推進するための要素です。
市役所に頼めばいいや、というようにおんぶに
抱っこではなく、自分の立場で積極的に地域住
民が活動するということが必要になってきま
す。そして、コロナ禍で活動するのですけど、
やはり直接的交流が出てきます。そうすると感
染のリスクがある、出てくる、ということで活
動が止まってしまっている。ボランティアさん
も同じで、ボランティアの活動も今、止まって
いるといったことも出てきている状況です。そ
れを参照したものが厚生労働省から出ていま
す。これは抜粋ですが、地域における住民の課
題を解決するための相談体制、イメージ図とい
う感じです。この赤くなっている箇所が私の付
け加えだと思ってください。住民に身近な圏域
と市町村圏域という大きなところと思っていた
だければいいかと思います。地域住民の中で支
え手と受け手という形でいろんな方、子供会も
学校も PTA も児童クラブも民生委員さんもい
らっしゃいます。ご近所さん、商店もある。そ
の中で様々な課題を抱えている人をみんなで解
決しましょうという形で受け止めて、ここの真

ん中のところには専門職などを入れながら支援
していく。更にその専門職的なものを市町村の
もう少し大きい単位の人たちでも支えるという
ような厚生労働省の図と思っていただければと
思います。その中で国が今しようとしているの
が、「他人ごとを我がこと」として考えようと
いう働きかけをしましょうということです。他
人のことじゃなくて自分のこととして考えてく
ださいね、ということ。これがなかなか難しい、
一番難しいところかもしれません。所詮、他人
は他人でしょうという考え方もあるかもしれま
せんが、こういう取り組みがあります。もう１
つが、まるごと考えましょうということ。地域
にある社協、市町村の社協担当とか地域包括支
援センター、厚労省の関係ですね。あと子供の
拠点、コンサルティングと、そういう人たちが
まるごと受け止めていきましょうということで
今、国ではいろいろ進めているという状況です
が、うまくいっていないところも少しあります。
ここまでは福祉的なものです。
　次はコロナ禍の人間関係のことに触れたいと
思います。コロナ禍という言葉の説明がまだで
した。新型コロナウイルスの感染拡大を引き起
こす様々な災害予測や経済・社会影響など、複
雑な状況を短くひとことでインパクトのあるも
のとして表した言葉がコロナ禍というものにな
ります。このコロナ禍にどのようなことが起き
たかというと、まず不安。私もトイレットペー
パーが無くなった時は不安でした。探してもど
こにも無くて、たまたま津南のほうに行った時、
そこのコンビニエンスストアにあり、「ああ、
良かった」と思いました。無くてどうしようか
と、少しそれが不安でした。あと、恐れがあり
ます。芸能人の志村けんさんが亡くなった時に
も、私も死ぬのではないかと少し怖いと思った
ということもありました。あとはストレスや不
信感といったものもあります。私が見るに、失
われた３つの保障ということで、先ほど出た『安
全』『安心』『信頼』が少し失われてしまったか
なと思います。自分の『安全』あるいは他者に
対する『安全』。言ってみれば「私、もしかし
たら罹っているんじゃないかな」、逆に「うつ
されたら困るな」というような感じで、自分も
そうですけど他者に対しても安全なのか安心な
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は『アウトリーチ』という、積極的に支援を必
要とする対象者を発見するということが無かっ
たように思います。ただ子育ての駅の機能とし
ては施設へ来てくれる方が対象となり、外へ出
て困った人を支援しに行くということはしない
施設ですので、そこはどうしても難しいです。
来てくれれば、ちょっと困っているな、孤立女
性かな、育児ノイローゼになっていないかな、
かなり精神的に参っているんだな、ということ
が分かるのですけど、閉まっているからどうし
てもそれが難しいということもあります。
　次に、子育て家庭の問題です。コロナ禍で、
家庭の中のさまざまな状況も表面に出てくる
ということがあります。いろいろなお母さん方
に意見を聞きますと、まず自分の心の話が出て
きます。「孤立している」。家の中では子供と二
人なので、どうにかしたいのだけど、そこから
外へ出ることもできずモヤモヤしていて、相談
も電話やメールでしかできないし、旦那さんが
帰ってくるのを待っているだけ。そうやって、
みんな家でしてしまう。孤独感があります。こ
んなふうにしていていいのかな、誰かに相談し
たいけど相談する時間も思うようにならない
し、というような感じです。あと、虐待もあり
ます。実際に手を上げるのではなく子どもを𠮟
りつけたり声を大きくしてしまったなど、そう
いう虐待的なものが起こりそうだということを
自分でも分かっているらしく、それをどうにか
したいのだけど相談する人がいないというこ
と。それが段々重くなると、鬱や引きこもり、
言葉の暴力、子供の身体を殴るとか育児放棄と
いうような方向になってしまうかと思います。
重くなれば重くなるほど、保護者が自発的に相
談はしません。相談はしなくなり、自分が悪い
んだと思ってしまうというようなこともある。
そうすると予防的なものができなくなってきて
しまうという状況にもなります。
　では、少し視点を変えて「ICT」について
です。多分、皆さんもスマートフォンをお持
ちだと思いますので、ICT も含めた IT 関係
の言葉を説明していきたいと思います。よく
聞かれるのが「IT」。IT は情報技術そのもの
の こ と で す。ICT と い う の は「Information 
and Communication Technology（ イ ン フ ォ

のか信頼できない。特に、安心のところは仕事
で重要です。収入源が無くなって困ったという
ことがあったりして、この３つの『安全』『安心』

『信頼』がコロナウイルスの関係で失われてし
まったと感じております。
　そして、そのことを私がいつも関わっている
子育ての駅に聞きました。子育ての駅とは、皆
さんもご存じのように相談機能・交流機能・地
域づくりの機能がある、そういうところです。

「子育ての駅てくてく」は千秋のほうにありま
す。「すくすく」は栃尾に、「ぐんぐん」は消防
署のところにあります。そこを利用しているお
母さん方に聞きました。『ワンオペ（ワンオペ
レーション）育児』、仕事も家事も育児も一人
で行っているという方々です。そしてもう１つ
は『アウェイ育児』という方もいる。『アウェ
イ育児』というのはサッカーのホームゲームと
アウェイゲームから名がついたのですけど、要
は誰も知人がいない、親戚も誰もいないところ
で子育てしている、つながりも全然ない、とい
うような方々です。このお母さん方を対象にし
て、去年の３月から５月頃まで子育ての駅が休
館だった時どこに相談しましたかと聞きまし
た。「直接、対話をした」という方もいらっしゃ
いました。相手は配偶者、夫です。夫が同じと
ころに住んでいるので、困ることは旦那さんに
相談しているということです。そのほかに「ス
マートフォンを利用した」とか、「SNS を利用
した」という方もいらっしゃいました。「両親」
であったり「ママ友」みたいな方に、こういう
場合はどうするみたいな感じで相談したという
方がいらっしゃいました。
　次に、どうして子育ての駅に相談しなかった
のですかと聞いたら、多かった理由が「閉まっ
ていたので」。閉館していたので職員はいない
と思いました。だから相談してもしようがない
かなと思っていました、ということです。相談
はしていたのですけど、初めから職員がいない
と思っていたということがありました。他にも

「直接会って相談したい」、あと「相談だけでな
く子供を遊ばせたい」。家の中にずっと親子で
いますから、遊ばせたい。子供を保育園や幼稚
園に通わせている方たちの中には、そちらに相
談するという方もいらっしゃいました。ここで
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ICT を使わないとなると『地域の祭り』とか『サ
ロン』とか、本当に直接会って一緒に行うとい
うものがここに入ると思います。スマートフォ
ンなどをあまり使わず直接交流するというもの
です。間接的なものでは『手紙』。もうそろそ
ろ年賀状の時期ですけど、年賀状などはあまり
出さなくなってしまっている。『手紙』や『交
換日記』というようなものが ICT を使わずに
交流するものになります。
　一方、ICT を使うもので直接的に、要は画面
が見られたり相手の顔が見えたりするものには

『LINE』や、今使っている『Zoom』があります。
本当に直接、相手の顔が見えたりします。あと
は、間接的ですけど『YouTube』。やり取りが
ないので、一方的になるかもしれません。ｅス
ポーツのようにゲーム的なものがこちらのほう
に含まれるかと思います。交流は直接的だけど
ICT を使う、今の主流はこちらのほうに動いて
いるという形になっています。
　では、その交流について長岡では何をしてい
るかということです。「子育て」と言っても、
長岡では子育てに伴うアプリになりますが、
メールマガジン的なものに登録して送っていた
だくという形になります。これは一方的な交流
という形です。双方向でということになると、
少し難しいかもしれません。情報提供みたいな
ものはしていません。相談したいという時は、
改めてまた違うところに連絡するということも
考えられます。
　次は、私も関わっているのですが小千谷に

「わんパーク」というところがあります。「わん
パーク」では「わんパークだより」という通信
を毎月発行しています。こちらのスライドは去
年の７月のものですが、「わんパーク」は新型
コロナウイルス感染拡大のため、講座は休止
中となっており、これから休館すると思いま
す。でも、相談業務や教室はやっていますし、
ホームページや LINE で情報を提供していくと
いった取り組みをしています。では、どのよう
な LINE をしているのかというのが次の画面で
す。小千谷では『おうち DE わんパーク』とい
うような取り組みをしていらっしゃいます。「わ
んパーク」の LINE を登録し、トーク画面に入っ
ていただいて双方向で交流するというもので

メーション アンド コミュニケーション テク
ノロジー）」といって、情報技術を使って人と
インターネット、人と人とがつながる技術と
いうことで、今使っている Zoom であったり、
YouTube というものがここに入ります。あ
と「IoT」というものがあります。「Internet of 
Things（インターネット オブ シングス）」の
略で、人を使わずモノが自動的にインターネッ
トにつながる技術、要は自動運転のことです。
この中で福祉的なもので使えるとしたら ICT
になるかと思います。ICT という形を使いなが
ら福祉的なものでコミュニケーションを取ると
いうことが必要になると思います。ICT を使う
にあたり、大体の方がスマートフォンを持って
いらっしゃいますので、その取得率みたいなも
のが出てきました。それが次の表になります。
2013 年から 2017 年の５年間のスマートフォン
の個人保有率です。一番上が 20 歳代です。20
歳代のスマートフォン保有率は 94.5% です。20
歳代はもう持っているのが常識のような感じで
す。次の黄色が 30 歳代で 91.7％。ほぼ 90％以
上の方が保有しています。次に多いのは 40 歳
代で 85.5％。13 ～ 19 歳は中学生以上の方です
が約 80％が保有しています。そのような感じ
で、若い方はもう持っていて使っている、それ
が基本という形になっています。そこでイン
ターネットをしたり、いろんなゲームをしたり
する方もいるかもしれません、その時にそれ
を使うということです。では、保有率がそれ
よりも低い年代を見ていきますと 50 歳代でも
72％、60 歳代でも 44％ということで、この緑
は平均的なものですけど、特にカーブが上がっ
ているのは 50 歳代と 60 歳代の方々のスマート
フォン保有率です。どんどん上がってカーブが
激しくなっていて、皆さんがお持ちだというこ
とです。要はスマートフォンで何でもやるとい
うことです。ただ６～ 12 歳、ここは少ないで
すが３割くらいは保有している人がいます。小
学生でも持っている方々がいらっしゃるという
ことです。70 歳代、80 歳代の方は保有率が低
いように思います。
　そして、そのスマートフォンと ICT の活用
があるかないか、縦軸は交流が直接か間接かと
いうことで区分けをしてみました。直接交流で、
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省というようなものが出てきました。生活の
変化の中で決められたものが、リモートワーク
並びに外出制限などで家族・友人など人とのつ
ながりの大切さを再確認できたというような新
たな発見もできたり、経済的な豊かさ以外、た
とえば家族などもそうですが、その豊かさを基
準にするライフスタイルの変化も出てきたよう
だということがあります。他にも、普段はコス
トパフォーマンス重視だけど、こだわりの活動
に時間やお金を使うというような消費の変化も
出てきましたし、オンラインでのコミュニケー
ションを多くの人が体験しています。web の
体験も、Zoom などをしながらいろいろやって
います。三菱総研がまとめたところによると、
対面サービスよりも劣る部分はあるが、利用者
にとってそれを補うメリットはあるように設計
されたサービスはいろいろ出てきているという
ものがあります。あとはリアル体験の価値を高
める、リアル体験へのアクセス性を高めるよう
なサービスも出てきています。特に旅行などは、
リアルにそこに行ったような形にさせてくれた
りしますので、そのようなものが出てきている
ということです。
　最後に、新たな地域福祉の視点ということ
で、前々から言っていますが『安全』『安心』『信
頼』に配慮した関係性を持ちましょう。自分も
安心ですし、相手に対しても安心という形。た
だ、配慮しなければならないことがあります。
孤独感を防止しましょう。助けてと声をあげる
ことができる、一人ではないよというところに
は配慮しなくてはならない。安全だからあなた
は駄目ということではなく、孤独にさせないと
いうことには配慮しなければならないかと思い
ます。孤独感を防止する、つながりのある人が
いつも自分の近くにはいるんだよ、ということ。
それには ICT を使いながらつながるというこ
ともあるかもしれません。つながっているんだ
よ、ということにも配慮しなくてはなりません。
あと最後は、虐待であったり偏見の防止もしな
ければならない。特にコロナ禍の初めの頃には、
どうしてなったんだとコロナに罹った人を誹謗
中傷するようなことがあったと思います。その
ようなことがないように防止しなければならな
いということです。そのような人間関係的なこ

す。メニューは〈手作りおもちゃ編〉といって、
おもちゃを作るようなものであったり、〈子育
て講座〉や〈ふれあいの遊び講座〉、あと、こ
れは一方的になるのですが〈ふれあいタイム〉
といって「わんパーク」の職員の方が、たとえ
ばアンパンマンの扮装をして踊った動画をご家
庭にてご視聴いただくというような取り組みを
しています。もうだいぶ前からですが、去年の
４月頃から始まっています。私も入っています
けど、LINE 登録者は今年の 11 月 14 日で 382
人です。ですが、こういう登録を知らない方は
使えないということもあります。コロナ禍だっ
たからできたものという形です。
　もう１つ、子育てとは少し違う分野になり
ますが、長岡医療と福祉の里ボランティア連
合会様のホームページです。下のほうが見にく
くてすみませんが、活動紹介ということでボラ
ンティアの活動も紹介しています。７月からは
Zoom を活用してボランティアさんの相談にも
乗ってあげているというような取り組みもし始
めています。現在、ボランティアをしている方
が減ってしまいました。ボランティアをしてい
たのですが、コロナ禍でボランティア先が無く
なってしまったということで、続けたいけれど
止まってしまった。コロナ禍が「もうそろそろ
引退かな。おしまいにしようかな」という、い
いきっかけになってしまったりして、ボラン
ティアが少なくなってしまっています。そうい
うこともあり、ボランティアで困っているよう
なことを Zoom を使いながら相談に乗ってあげ
たり、ボランティア先を紹介したりという取り
組みをここでしています。本当にボランティア
が少なくて困っているという話もされていま
す。このように、ICT を使いながらやっている
という形があります。
　これは、㈱三菱総合研究所（以下、三菱総研）
がまとめたものになります。コロナ禍により、
多様なサービスが増えました。オンライン診療
があったり、オンライン飲み会やオンラインコ
ンサート、大学でもしていますがオンライン授
業など、接触制限のある中でこのようなサービ
スがオンラインでできるようになりました。他
にも、移動制限ということでオンライン会議で
あったり、オンラインセミナー、オンライン帰
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と、配慮しなければならないこともあるけれど
『安全』『安心』『信頼』関係を持たなければな
らないと、要はそういうことです。
　もう１つ『安全』『安心』『信頼』ということ
で、ソーシャルワーク的なものについてです。
新たな地域福祉の視点とすれば、偏見を防止す
るためには「アウトリーチ」も必要で、支援の
存在を知らしめる役目がやっぱり必要です。「ア
ウトリーチ」。直接行くという方法もあります
けど、そうではなくて情報提供的なものも必要
であるかもしれません。あと「スポークスパー
ソン」という発信する役割があります。こちら
が継続的に発信してあげるということです。あ
と、情報を提供して育成する「エデュケーショ
ン」。要約するという役割もあります。情報を
発信するだけではなくて、そこから相談につな
げる。子供たちであれば、成長を促すというこ
とも必要になると思います。それには、まず支
援策です。支援策的には　　できる情報を発信
する、交流をするためには ICT を使う、とい
うことはもう基本になるのではないかと思いま
す。スマートフォンの利用率も高いですからこ
れを使う。使うのは当事者が使います。支援者
も使います。あと、中核施設なども使うという
形です。たとえばどんなものがあるかというと、
子育てであれば子育ての駅の情報発信や LINE
や YouTube、Zoom。これらを使いながら当事
者である子育て親子の支援などにつなげる。相
談的なものであれば、支援者である子育てコン
シェルジュの方々とつなぐということも必要に
なると思います。中核施設の取り組みとしては
支援者への情報発信、ボランティア活動であれ
ば、こんな活動もあるよ、とボランティア活動
を発信してあげる。当事者のニーズキャッチが
あれば個別相談・講習会などから当事者のニー
ズをキャッチする必要があるかと思います。も
ちろん中核施設自身も研鑽をしなければならな
いと思います。
　これが最後のスライドになります。厚生労働
省の資料にプラスして私が付け加えたところが
赤くなっています。真ん中に中核施設・中核機
関があります。相談に乗るのは民生委員さんで
す。民生委員さんがいろんな地域に行き、地域
の住民の相談に乗る。直接行くのはちょっと辛

いな、どうにかしたいな、でも相談したいな、
ということもある。中核施設であれば民生委員
協議会事務局等がやる。社会福祉協議会も関係
するかもしれませんし、コミュニティセンター
かもしれません。そこが中核となって、この３
者をつなげてあげる。たとえば学習会だったり、
Zoom や LINE でもいいし、そういうものでつ
なげてあげる。紙の媒体などでもいいし、そう
いうものも考えられるかもしれません。あと、
ボランティアの関係であれば地域のことをボラ
ンティアしたい、中核としてはボランティアセ
ンター・ボランティア団体・消費者団体・老
人クラブ、そういったところとつなげていくと
いったこともやっぱり中核施設の役割としてや
らなければならないかと思います。
　もう１つは、こども食堂的なものですが、

「CSW」つまり、コミュニティ・ソーシャルワー
カーさんが社会福祉協議会の中にいらっしゃい
ます。その方々が地域にいる子供たちとのつな
がりなどでこども食堂とつながるために、たと
えば小学校が中核施設であれば小学校の中でも
こども食堂とつなげるということもあるかもし
れませんし、いろんなつながりが地域の中でで
きるのですが、そのためには ICT を活用した
ものを行えば『安全』『安心』『信頼』が崩れな
いのではないかと思っております。これが新し
い地域福祉的な視点という形で、つながりを崩
したくはない、でも『安全』『安心』『信頼』は
残したいとなると、皆さんが使っているスマー
トフォンや ICT を使いながらつなげてあげる
ということが必要になるかと思います。私がい
ろいろなところに行ってみたりしながらまとめ
たものですので、資料的には厚生労働省のもの
に付け加えなどありますが、コロナ禍の中で不
安を払しょくするためにはつながりを作る、つ
ながりを作るためには ICT を使っていく、と
結論付けた形になっております。以上、これで
発表を終わります。どうもありがとうございま
した。

丸田　ありがとうございました。それでは続き
まして、質問をお受けしたいと思いますが、事
前にご質問を受けておりますので、まずはそれ
についてお答えします。米山先生お願いします。
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米山　お１人の方から事前に質問をいただいて
おりました。「コロナ禍で介護士や保育士の雇
用環境がまた厳しくなりましたが、政府の賃上
げによる人員確保＝量的対策の他に、何か質的
対策をお気付きであればお聞かせ願います」と
いうものでした。
　これについては、まずコロナ禍で保護者の不
安が増大していることが考えられます。具体的
には、子供の成長が停滞するのではないか、保
護者が気軽に子育てをするところが閉鎖された
というような不安があります。それと保護者同
士の交流が減少したように思います。
　あと、ワンオペ育児やアウェイ育児をしてい
る保護者への不安感をやわらげる必要がありま
す。そのためには保育園・幼稚園・認定こども
園では ICT を活用した保護者と保育士の意思
疎通を一層充実させてあげたほうがいいかなと
思います。運営するのは保育園・幼稚園・認定
こども園で、保育士と保護者をつなぐものが必
要であり、それには ICT や Zoom を使ったも
のなども活用が必要かなと思っています。

丸田　この他にご質問等のある方は、挙手をお
願いします。はい、ではお願いします。

質問者　今、コロナ禍で第６波が懸念されてい
ますが、それはここまで来るのでしょうか。予
想としてはいかがでしょうか。

米山　どうでしょうか。感染症的なものを専門
にしているわけではないので私もよくは分から
ないのですが、来ても大丈夫なように予防的に
早めに対策を取るということが、つながりを切
れさせないためには必要だと思います。ご質問
の答えになっているか分かりませんが。

丸田　その他の方、いかがでしょうか。よろし
いでしょうか。チャットの質問も入っていない
ようですので、以上で第１部の基調報告を終了
いたします。


